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午前10時00分開議 

○議長（小川 廣康君）  おはようございます。 

 ただいまから議事日程第３号により、本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．市政一般質問 

○議長（小川 廣康君）  日程第１、市政一般質問を行います。 

 本日の登壇者は３人を予定しております。それでは、届け出順に発言を許します。９番、黒田

昭雄君。 
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○議員（９番 黒田 昭雄君）  おはようございます。新政会の黒田昭雄でございます。まず、質

問に入ります前に２点だけお話をさせていただきます。 

 まず、さきの衆議院選でございますが、私ども公明党に対しまして、比較第２党、比例区にお

いて大きく御支援をくださいました。まず、深く御礼申し上げます。 

 この私ども公明党というのは、都市部に強い政党と言われておりますけども、今、若い国会議

員が一生懸命地方のことも、特に対馬のことも一生懸命勉強をいたしまして、何かお役に立てる

ことはないか、ないかということで、ずっと私のほうに連絡が参っております。 

 今回質問します１項目めです。漁業関係の輸送コストの助成事業についても、私ども参議院議

員の河野義弘が大きく働きをかけてくれて、尽力をしてくれました。今後とも自民党とともに、

しっかり島のために働いてまいりたいと思っております。 

 もう一点が、先日、ハローワークのほうで、不登校とかひきこもりです。サポートステーショ

ンが１１月１日から開設するに当たりまして、開設記念のシンポジウムが行われました。これも

私も参加をさせていただきましたが、まさかこんな田舎の対馬までこういう施設ができるものと

私も考えておらず、本当に待望しておりましたが、これについても、さっきにフリースペースの

質問がありましたが、こういった施設とともに、大いに活用していただきたいと思っております。 

 それでは、通告に従いまして、市政一般質問をさせていただきます。 

 大きく３点でございますが、先の１点、２点目につきましては、これは私どもホームページに

載っております会議の中身ですが、これは本会議しか公表されておりません。委員会とか、特に

決算、予算委員会でこの２点については先輩議員もずっと質問を重ねてきたわけですけども、本

会議において一般質問をされておりませんでしたので、これはもうしっかりしていこうというこ

とで、１点考えました。 

 それでは、３点一般質問させていただきますが、まず 初に、活魚・鮮魚等輸送コスト助成事

業についてでございます。 

 これは、国境離島新法で輸送コストが８割助成されるようになりまして、大変喜んでいるとこ

ろであります。要件を満たせば誰でも８割の補助がされるもので、その要件というのは、一番大

きなことがフェリーや飛行機で送るということでございます。魚関係でいえば、大量の箱で送る

イカ釣り漁が一番有利な仕組みと言われております。 

 さて、今回私が質問したいのは、活魚、生きた魚です。これを運搬船で運ぶことについても補

助の対象に入れてもらえないかということでございます。 

 延縄、シイラ漬など、一部の漁業者でありますが、自分のとってきた魚の単価を上げたいため

にやっていることで、主にブリ、ヒラゴ、アナゴ等が主な送るもので、サザエを船いっぱいにし

て送ったということも聞き及んでおります。 



- 116 - 

 とってきた魚をどのように送るか、ざっくり流れを申し上げますと、まず、沖で生きたまま魚

を自分の船の生けすに入れます。そして、漁を終えて自分の港に帰ります。そして、湾内にある

自分の生けすに毎日毎日ためていくと。 

 ここで、当然わかり切ったことを申し上げますが、市場の相場というのは需要と供給の関係で

高くなったり低くなったりいたします。したがいまして、年末年始やしけたときなど、魚の値段

がぐっと上がることになります。その高く取引されるタイミングを漁協職員が見計らいまして、

福岡の市場と調整をしながら、運搬船を手配して、漁協湾内から福岡の市場まで直接生きたまま

魚を送っていく、そういう一連の流れでございます。 

 この運搬船による輸送は、現在、全額漁業者の負担となっており、かなり大きな負担となって

おります。今まで漁協から何度となく要望を受けてきたことと思いますけれども、かなわず、我

慢をして頑張ってこられたと私は思っております。しかしながら、今、ヨコワがとれないという

ことで、この運搬船による輸送コストに対して、何とかしてくれないかなという声が日増しに高

くなってきております。 

 今、漁業者も浜プランというか、そういった取り組み等も頑張っておられます。また、総合計

画でも漁業者の所得向上ということでうたっております。一部の漁業者かもしれませんけれども、

私は所得の底上げができるのではないかと考えております。この運搬船による輸送についても補

助の対象に入れてもらえないかお尋ねをいたします。 

 次に２点目でございますが、合併処理浄化槽普及促進事業についてでございます。 

 これちょっと例えを詳しく申し上げますが、私のふるさと高浜湾は雞知川からつながっており

ます。私が子供のころ、４０年前ぐらいになりますが、高浜湾はきれいでした。アユもいっぱい

おりました。ウナギもいました。国道のそば、今現在、車から眺められますが、あの一番近い湾

内で私どもは泳いでおりました。今はどうかと。雞知川の上澄みは澄んでいるように見えますけ

れども、ところどころはヘドロ状態でございます。毒性の水草も生えているということも聞いて

おります。 

 以前、教育長が雞知中学校の校長先生のころには、掃除も定期的にやっていたようですが、今

考えれば、大変危険なことをやっていたなということを感じております。 

 大雨が降ると、その淀んでいる汚い水が全部高浜湾に流れてまいります。また、雨がやむと、

また汚い水をためて、その繰り返しがここまで汚くなったと思います。外海まで汚くなってくる

と、先ほど、湾内で魚を生かすこともできなくなり、漁協は大変な打撃を受けることにもなりま

す。 

 県下でも赤潮対策の議論があっております。対馬でも今里の養殖マグロの大量死がありました。

専門家によりますと、大雨で汚い雨が湾内でとどまったら、いろいろな条件が重なることによっ
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て、対馬でも赤潮が発生する可能性は非常に高いんだよということもおっしゃっておられます。

特に、浅茅湾が危険だという話も聞いております。あそこは養殖の日本でも大変メッカなところ

でございますので、大変近い将来というか、遠い将来になるかと思いませんが、大変危惧してい

るところでございます。 

 やっぱり、水をきれいにするためにも、合併処理浄化槽の普及率を上げていかないかんなと感

じております。 

 この件でお尋ねしたいのは、この事業というのは、現在、設置するときだけに補助があるもの

でございます。そういった環境のことも考えて、そして維持管理費も納得して合併処理浄化槽の

設置に踏み切ったこととは思いますけれども、その中で、費用的に大変困っている方にだけは、

何とか維持管理費の一部助成ができないかということでございます。 

 合併処理浄化槽の維持管理というのは、保守点検、清掃、検査を法律上、必ずしなければなら

ず、その費用は年間五、六万円ぐらいかかるということでございます。くみ取りに改修しようか

と悩んでいる方も多いようでございます。 

 御存じのとおり、全国の先進地では、くみ取り料相当額は、 低ではもらわないといけないと

いうことで、その中で何とか２万円前後ぐらいの助成をする自治体は全国で、県下では少ないで

すが、増えつつあります。人生いろいろで、子供が全員島外に出ていって、それからひとり世帯

となり、年金のみの収入となり、１人で７人槽の維持管理をしている人もいると聞いております。 

 本市においても、設置後、本当に困っている方だけでいいので、維持管理費の一部助成ができ

ないかお尋ねいたします。 

 次に３点目でございますが、世界記憶遺産のＰＲについてでございます。 

 私が、世界記憶遺産の登録の決定を知りましたのは、壱岐振興局で視察中でございました。振

興局長から聞いて初めて知りました。喜んでおられました。当たり前ですね。壱岐も１点登録さ

れたということでございます。喜ぶのは当たり前ですが、私は何か不思議に思いました。これは、

日本のあちこちで、韓国でもこんなふうに喜んでいるんだなと、思いました。 

 でも、一番喜ばんといけんのは、対馬じゃないといけんよねと私も感じました。対馬には縁地

連の事務局もあります。まつり振興会、劇団、観光関係等、今まで、私は苦労していませんが、

熱く苦労されてきた方を肌身で感じてまいりました。改めまして、世界記憶遺産の登録に向けて

御尽力くだされました全ての皆様に感謝を申し上げたいと思います。 

 私は、この世界記憶遺産のこの盛り上がりの中で、新しい厳原のターミナルに世界記憶遺産に

ちなんだネーミングをつけてはと考えております。厳原港は日韓交流で厳原港まつりがあり、対

岸にはお船江も残っており、朝鮮通信使時代は重要な中継港として大きな役割を果たしてまいり

ました。島の人も旅行者も親しめて、誰もがわかりやすいような、その名前自体を聞いて、朝鮮
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通信使のランドマーク、象徴ですか。象徴的な存在になるような愛称をつけてはどうかと考えて

おりますが、いかがでしょうか。よろしくお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  おはようございます。黒田議員の御質問にお答えいたします。 

 初めに、活魚・鮮魚等輸送コスト助成についてでございますけども、特定有人国境離島法の柱

の一つでもあります輸送コストの負担軽減につきましては、市としても新法の拡充枠を 大限に

活用するため、昨年度までは漁協の取扱いのみを対象としておりましたが、今年度からは法人、

個人事業所など、対象枠を拡充し、より多くの漁業関係者に支援をしているところでございます。 

 また、海上輸送及び空路輸送について、補助率を３分の２から１０分の８へアップし、マグロ

の餌など、本土からの輸入についても新たに支援メニューに加えたところでございます。 

 運搬船の輸送につきましては、対馬から本土までの輸送であることと、数量の確認が困難では

ないかとの国の見解でございました。そのようなわけで、これまで補助対象としていなかったも

のでございますが、漁協等からの要望もございまして、今回、県及び国と協議を進める中、対馬

から本土までの輸送で、なおかつ数量の証明が可能であるなら、市の判断に委ねるとの国の見解

でございます。 

 そこで、１２漁協の担当者を参集し、取扱いについて協議を行った結果、個人の漁船で直接輸

送する場合は国の見解のとおり対象とはなりませんが、漁協等の運搬船により集約して輸送する

場合は、申請時に島内漁協の証明とあわせて、本土の魚市場等の入荷証明書を添付するというこ

とで支援ができるよう調整を図ったところでございます。 

 これにより、今年度の第３四半期の１０月以降から、補助対象として取扱いをすることで、各

漁協へ通知をいたしました。 

 今後も漁協者の声に耳を傾け、所得の向上につながるような施策に講じ、漁業経営の安定化に

努めてまいりたいというふうに考えております。 

 次に、２点目の合併浄化槽普及促進事業についてでございますけども、現在、本市では補助金

交付要綱を策定し、合併浄化槽設置時に補助を行っているところでございます。 

 また、平成２３年１１月から国の基準額に市の単独の上乗せを行い、普及促進に努めていると

ころでございます。 

 御質問の維持管理費への補助につきましては、県内では２市２町が実施しております。実施さ

れている２市２町は、公共下水道、農業集落排水処理施設等の汚水処理率が高く、計画区域内の

公共下水道等の費用負担に合わせて、区域外の合併浄化槽の維持管理費との公平性を図るために

補助を行っている状況とのことでありまして、本市とは若干事情が異なるようであります。 

 本市としましても、合併浄化槽の普及啓発のためには大変有効な手段であると考えてはおりま
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すが、本市の汚水処理の普及率は県下でも３番目に低く、普及率の向上のため、今後も設置補助

に傾注した取り組みを行っていくべきと考えております。 

 維持管理費につきましては、国県の補助もなく、維持管理費に対する補助金を実施する場合に

は、全額一般財源からの支出が必要となりますので、今後の普及率の動向を勘案しながら検討す

べきというふうに考えております。 

 また、議員の質問の中で、本当に困っている世帯いうようなことで、高齢者等の低所得者に対

しての補助を検討してはどうかというような意見だというふうに思いますけども、これにつきま

しては、浄化槽の設置者だけ維持管理費の補助を実施することは、くみ取り式の高齢者、低所得

者等の均衡が図れるのか、慎重な対応が必要と考えており、今後、研究してまいりたいというふ

うに考えております。 

 次に、世界記憶遺産のＰＲについてでございますけども、議員の御提案であります厳原港や対

馬空港の愛称についてお答えいたします。 

 対馬空港の愛称であります対馬やまねこ空港は、平成１９年に一般公募を行い、１,６０６件

の応募の中から１０候補を選考し、市内小中高校生の投票により、平成２０年１月に決定したも

のです。既にＡＮＡの機内誌の航路図等に対馬やまねこ空港の愛称が記載されており、島内外の

方々に親しまれ、広く定着しつつあることから、変更することは好ましくないというふうに考え

ております。 

 一方、港湾における愛称でございますけども、全国的にも事例が少なく、京都府舞鶴市の舞鶴

港におきまして、京都という認知度の高い地名を付した、通称京都舞鶴港を利用しております。

厳原港に愛称をつけることについては、特に制限はないものと思われますけども、対馬の海の玄

関口として機能していることから、関係機関と事前に協議することが必要でございます。 

 また、厳原港は朝鮮通信使の寄港地でもあったことから、通信使にかかわる島内各団体との十

分な協議を尽くすべきではないかというふうに考えております。 

 朝鮮通信使をＰＲするためには、愛称や通称だけでなく、案内板や説明板、パンフレット等に

より、朝鮮通信使と厳原港のつながりを紹介することも有効であるというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ９番、黒田昭雄君。 

○議員（９番 黒田 昭雄君）  ありがとうございました。 

 まず１点目につきましては、活魚・鮮魚等輸送コスト助成事業です。これについては、しっか

り取り組んでいただきまして、担当と各漁協とも調整を図っていただきまして、１０月以降、現

在になりますが、第３四半期ですか、１０月から１２月ですか。から、一応、できる方向になる

ということで、本当にありがとうございました。 
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 これについて、もう既にブリをためているようでございますので、漁業者からも大変感謝の声

が聞こえてくると思っております。大変ありがとうございました。 

 次に２点目でございますが、合併処理浄化槽の普及促進事業についてでございます。これにつ

いては、厳しかろうということです。また、低所得者についてもくみ取りとの公平性というか、

そこら辺で研究はしてくださるということで理解はできました。 

 ただ一つ、これもずっと言われていることなんですが、ほかのところは下水道の普及率がかな

り高い。だから、それとの引き合いに出して、公平性を図るために合併処理浄化槽の維持管理も

何とかということですが、その中で、対馬は唯一、阿連ですか、漁業集落排水です。ここは委員

長報告でも未償還残高は約２億円です。返してしまうまでが平成４６年までかかるという、ここ

ではやっぱり公費は投入しているわけですので、せっかく合併処理浄化槽ということで、今施設

あるものは、やっぱり私は守っていかないといけないと思うんです。研究してくださるというこ

とですから、余りくどくど言いませんけれども、やっぱりそういった環境を考えて、お金も納得

して合併処理浄化槽に、新築のときとかなんかに決意してされたと思うんですが、やっぱりいろ

いろな家庭の状況で、１人で、先ほど言いましたように７人槽ぐらいを背負ってると、こういっ

た方は、業者とか検査官によりますと、貯金箱からためたであろう小銭を寄せ集めて払わないけ

んような話も聞いております。そういった方々を、研究してくださるということでしょうから、

ぜひそういった方を抽出されまして、援助してあげてほしいなと思います。 

 それから、これも市民生活部長のほうがマイナンバーはまだ貯蓄まで把握はできないんだよと

いう、そういう進捗でございますが、これも徐々にマイナンバーに所得も把握ができるようにな

ってまいりますので、そういった意味でも、今後、これを、そういった方だけを 初に情報を入

れ込むとか、何とか研究をしてもらいたいなと思っております。 

 助けるということは、ある意味、新築とか改築で合併浄化槽にしようかなという呼び水ですか、

なってくると思いますので、私は低所得者といいますか、困っている方にそういった助成をする

こと、制度をつくること自体が今後の安心感につながっていきますので、普及に私はつながって

くると思っておりますが、ここのところどうなんでしょうか。本当、何とかしてほしいと思いま

す。 

 ところで一つ気になるところが、検査官とか、また業者さんが十何社ありますけども、現場を

しっかり見てるのかなと。私がこう言っているのが、本当にわかっているのかなと思っていると

ころはちょっと危惧しております。法定検査があります、年に１回です。清掃、保守点検、これ

は三、四回します、年に。こういったことを、法定検査さえもしきらない人もいます。法定検査

は何とかして、あと清掃、保守点検は高くてしきらんとか。それで、本来の浄化槽機能を保って

ないというところありますが、そういう市民の現実の検査に対する姿勢というか、また、検査を
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してる方、保守点検、清掃、そういった現場の声というのが本当に届いているのかなと、私は感

じておるんですが、どうですか、市長。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  この浄化槽の関係につきましては、市のほうといたしましても、この高

齢者世帯の数を調べておりますけども、この浄化槽管理者が７０歳以上の世帯が１９９世帯ある。

そしてまた７５歳以上の世帯が１１８世帯あるということまでは調査をしているところでござい

ます。 

 そしてまた、それに関しまして、先ほど議員のほうからも説明がありましたように、合併浄化

槽の７人槽になりますと、年間の管理費用が約５万１,０００円。そして、くみ取り式の２人世

帯の場合は約２万３,４００円というふうに、倍以上の管理費になっているというようなことま

でこちらのほうでは調査をしているところでございますけども、先ほど答弁の中でもさせてもら

いましたように、これを公平性をどのように保っていくかという点が１点と、この対馬市の汚水

処理関係、要するに合併処理、そして公共下水道関係の普及率が県下２１市町の中で１９番目に

なっておりまして、まだまだ３２％でしかあってない。まずは、この普及率をもう少し高めてい

くことが先決ではないかというようなこともございますので、そこら辺も含めて、今後、研究を

させていただきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ９番、黒田昭雄君。 

○議員（９番 黒田 昭雄君）  わかりました。しっかり研究をしていただきたいと思います。 

 後に、世界記憶遺産のＰＲについてでございます。突拍子のない質問でしたけども、これも

私はいいと感じておりますので、研究していただきたいと思っております。 

 ひとつそこで、ちょっと関連して気になるのが、やっぱり世界記憶遺産というのは、私は博物

館にだけ１点集中してほしいなという思いを持っております。これが終わって、議員全員協議会

でもまだまだ博物館のコンセプトというか、はっきりしないまま、きのう、資料館建設という、

そう市長が強引というか、打ち上げましたけども、本当にそんな強い思いの中、どれだけ経費が

かかるかわかんない中で、どんと打ち上げましたけども、私は、市長の執行権を侵害するつもり

はないんですが、市長ですから、どんとやっぱ政策を打ち上げてほしいのはやまやまですが、私

は博物館に集中しないような、そういう流れになるんじゃなかろうかなという、それをちょっと

心配したわけですけれども、そこんところ、私が考えますのは、今回、ターミナルをそういった

世界記憶遺産をイメージできるようなそういう愛称をして、そこから博物館にとか、そういう私

なりの流れを持って質問したつもりでありますけども、今回の資料館の建設が、世界記憶遺産、

博物館行かんでそっちに行くんじゃなかろうかなという、そういう心配をするわけですが、決し
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て博物館の思い、市長も大層強うございますので、そういったことは決してないとは思いますが、

必ず博物館を登竜門として、研究したい者だけがそっちの資料館行くならいいんですが、もう普

通の人が、博物館、入場券高いよね、資料館に行こうかなという。そっち行かんで資料館にだけ

行って帰りましたよみたいな、そういうことをちょっと心配するわけですが、大丈夫でしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  この朝鮮通信使の資料館の関係につきましては、顕彰委員会とか縁地連

関係の団体、こういったところから、このたびの朝鮮通信使の関係資料については、対馬で登録

されたのは５点だけですけども、まだこのほかにもかなりの数の資料があるんですと。そういう

ことで、博物館のほうではなかなかそれを全てを展示することは、スペースの関係で難しいよう

です。 

 そういう関係で、できたら他の資料も、せっかくでございますので、この朝鮮通信使の資料館

のほうで見せられるようなことができないかというような提言をいただいておりますので、これ

に沿って、ちょっといろいろと組み立てをしていきたいというようなことで、このたび、その構

想を打ち上げたような次第でございます。決して博物館にだけ行って、逆か。資料館だけに行っ

て、博物館に行かないと、そういったことにはならないように組立てを行ってまいりたいという

ふうに考えております。 

○議長（小川 廣康君）  ９番、黒田昭雄君。 

○議員（９番 黒田 昭雄君）  よくわかりました。そのように期待をしております。 

 時間は余っておりますけれども、これで私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（小川 廣康君）  これで黒田昭雄君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小川 廣康君）  暫時休憩いたします。再開を１０時５０分からといたします。 

午前10時37分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時48分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 引き続き市政一般質問を行います。 

 ２番、伊原徹君。 

○議員（２番 伊原  徹君）  皆様こんにちは。本日は、市役所本庁と対馬振興局との全組織の

執務の共同化、合同庁舎の整備計画について、高齢者認知症事業への展開、福祉施設の受け入れ

体制についての２点を質問させていただきます。 

 １点目は、時間等の関係で１ページほどカットいたしましたが、私の真意が伝わることを念じ、
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質問に入りたいと存じます。 

 初めに、平成２７年の国勢調査における本市の人口は３万１,４５７人で、平成２２年、５年

前の調査と比較いたしますと２,９５０人減少しています。島外への進学、就職、自然減など、

年平均に換算いたしますと５９０名減少したことになります。この傾向は年々同様の数値で推移

しており、大変憂慮すべき深刻な問題でもあります。 

 昭和２８年には離島振興法が施行されて以来、本県離島には２兆２,０００億円以上の事業費

が投じられ、道路や港湾が整備され、生活環境は格段に向上したはずだが人口減少はとまらない

と長崎新聞で報じられていました。 

 このように、国においても、離島振興法を初めとした過疎地域の自立促進を図るため、第１次

産業の振興を中心とした離島や過疎地域の人口減少対策の強化が施されてまいりましたが、大学

や高校進学、就職などにより島を後にする生産年齢の減少に歯どめがかからず、島の存続維持を

含めたさらなる施策を講じる必要があるのではないかと考えております。 

 本年４月に国境離島新法が制定され、さまざまな事業が展開されています。市民の皆様に一番

恩恵を受けているのと感じられているのは航路、海路の運賃の低廉化ではないでしょうか。また、

先般の市長の行政報告にございましたが、市内事業者の事業拡大や新規創業など、雇用機会拡充

支援事業補助金といたしまして約８０名の雇用創出を目指すなど３１件が採択され、約２億

６,０００万円が投じられております。 

 都会で暮らす出身者の雇用の場として、この特定有人国境離島関連予算を大いに活用し、都会

で暮らす出身者の雇用の場として、地域の生産機能や生活向上、さらに人口減少対策の起爆剤に

なることを期待しているところでございます。 

 それでは本題に入ります。 

 平成２４年に長崎県税務課、農林整備課、林業課が市役所本庁で執務が行われておりますが、

共同化となった背景と業務のすみ分け、職員配置数についてお尋ねいたします。 

 次に、厳原市内に博物館建設が計画されていますが、厳原幼稚園跡は文化財保護により、現段

階では文化庁の許認可が極めて難しく、博物館専用駐車場の確保ができないとお聞きしています。

城下町厳原の中心部に博物館完成後は、朝鮮通信使の世界記憶遺産への登録と相まって、国内外

から多くの観光客がお見えになることが見込まれております。この問題解決のため、市役所本庁

を駐車場スペースとして確保する。 

 厳原市内には国や県の出先機関が点在しています。今ある県振興局の組織を活用して、盤石な

行政運営のためには財政力指数を類似団体並みに整える必要があります。 

 これらの目的達成のために、市役所本庁と県振興局との全組織の共同化と振興局付近を中心と

した合同庁舎整備計画のお考えはないかお尋ねをいたします。 
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 ２点についてお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  伊原議員の、まず、１点だけお答えをしたいと思います。 

 本市と対馬振興局との執務室の共同化につきましては、地域主権改革に伴う市町の体制強化と

連携強化、行政サービスの向上を目的とする長崎県からの提案を受けまして、平成２０年６月か

ら両者による協議が開始され、双方に作業部会を設置して、共同化への検討、協議を進めた結果、

平成２４年３月より、県対馬振興局の農林整備課と林業課の２課が本市農林水産部と同じ市役所

３階フロアで、税務課が本市税務課と同じ２階フロアで執務を開始いたしました。 

 現在、２８名の県職員が市役所内で執務をしております。 

 県と市の全組織の共同化というふうになりますと、連携強化を図る上ではこの上ない状況であ

るというふうに考えておりますけども、また、市民への行政サービスの向上にもつながるものと

は考えております。 

 しかしながら、職員が勤務する庁舎の問題がございまして、現在、市役所厳原庁舎には約

２１０人の市職員が勤務し、また、振興局職員は約１７０人でありまして、その全ての職員が合

同庁舎に勤務することとなりますと、厳原市街地を見渡しても、合同庁舎としての適切な場所が

見当たらない状況であるというふうに考えております。 

 そして、２点目の博物館に対する駐車場につきましては、さきの会派代表質問の中で、山本議

員の質問に答えたとおりでございますけども、再度申し上げたほうがよろしいでしょうか。この

博物館に対する駐車場につきましては、隣接する市有地及び市役所の駐車場の利用と、周辺で駐

車可能な用地の確保を、今、関係部署のほうと協議をしているところでございます。 

 また、９月中旬まで利用しておりました旧厳原幼稚園跡につきましても、保存整備委員会に対

し、次の第２期史跡等保存活用計画の中に、博物館建設事業完了後、観光客の利便性を図る目的

で、来館者用のバス等の乗降可能な多目的広場としての整備を現在要望をしている状況でござい

ます。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ちょっと待ってください。伊原徹君に申し上げます。一般質問は通告内

容を一括して質問し、一括答弁を受けた後、一問一答することが申し合わせておりますので、申

し合わせに従い、一括して２項目めをまず質問をしていただきたいと思います。２番、井原徹君。 

○議員（２番 伊原  徹君）  ２項目も続けてという意味合いですか。 

○議長（小川 廣康君）  ちょっと暫時休憩します。 

午前10時58分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 
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午前10時59分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 ２番、伊原徹君。 

○議員（２番 伊原  徹君）  すいません。新人で、何もわからず、申しわけございません。 

 ２点目の認知症高齢者への事業展開、福祉施設への受け入れ体制について御質問申し上げます。 

 初めに、団塊の世代と言われる方々約８００万人の方々が７５歳に達する今から８年後の平成

３７年、２０２５年、後期高齢者が増加し、医療や介護の需要がさらに加速し、年々増え続けて

おります医療費や介護費用抑制の手段として、厚生労働省は、介護や高齢者福祉医療に頼ること

なく、住みなれた地域で元気で豊かな暮らしを続けることができるよう、地域の包括的な支援・

サービス提供体制の構築が求められています。 

 しかし、高齢化、老齢化とともに、さまざまな疾患を誘発する年代でもあり、自立した生活を

行う妨げの一因となっています。 

 政令都市を除く郡部や中山間地域は、進学や担い手が都会への流出により、高齢化や人口減少

が著しく、核家族化や働き手世代が介護高齢者の生活支援まで余裕や時間もなく、家庭生活から

やむなく介護福祉施設に頼らざるを得ない、現代社会における深刻な状況と言えます。 

 一方、御高齢の御家庭であっても医療や介護に頼ることなく、それぞれの住みなれた地域で家

を守るため、御先祖や地域を守るため懸命に生活をされています。 

 本市でも、元気で豊かな暮らしを続けられています高齢世代をお手本とした高齢者施策と、介

護を要する高齢者が住みなれた地域で自立できる生活継続のため、包括的な支援やサービスにシ

フトした事業展開が必要かと考えております。 

 ここで御質問です。平成２７年３月に策定されています対馬市高齢者福祉計画及び第６期介護

保険事業計画によりますと、認知症高齢者等が住みなれた地域で安心して生活を続けていくこと

ができるよう、早期の段階から適切な診断と対応、認知症に関する正しい知識と理解に基づく御

本人や御家族への適切な支援を図るとありますが、この支援を図るための相談窓口となる専門部

署についてお尋ねをいたします。 

 さて、国内の認知症者数ですが、平成２４年の数値では約４６２万人、６５歳以上の高齢者の

約７人に１人と推計され、高齢化に伴う認知症者数は増加傾向にあり、認知症高齢者対策は、国

内はもとより世界共通の課題であります。 

 本市における本年１１月１日現在で、認知機能が低下し、日常生活自立度ランク２以上の方々

が１,３６２名との報告を受けています。これ以上増えることがないよう、認知症の危険因子を

減らす習慣こそが重要です。最近の研究では、難聴と認知症の発症が高くなるとの報告が多く発

表されております。軽度認知障害の早期発見、認知症予防のための血液検査、通称ＭＣＩスク
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リーニング検査普及を含めた取り組みが必要と考えております。 

 質問でございますが、平成２４年度に厚生労働省より、認知症施策推進５カ年計画、通称オレ

ンジプランが策定されております。この計画では、認知症が発生してからの事後的な対応が主眼

でありました。 

 その後、認知症の人の意思が尊重され、できる限り住みなれた地域のよりよい環境で自分らし

く暮らし続けることができる社会実現のため、厚生労働省を中心とした１１の各省庁が共同で策

定いたしました認知症施策推進総合戦略として新オレンジプランとして、早期、事前的な対応へ

とシフトしております。 

 新オレンジプランの基本的な考え方につきましては、７つの柱として、普及・啓発、容態に応

じた医療・介護の提供、若年性認知症施策の強化、認知症介護者への支援、認知症や高齢者に優

しい地域づくり、認知症の予防法、診断法、治療法、リハビリテーションモデル、介護モデル等

の推進、認知症及びその家族の視点重視が求められております。 

 新オレンジプランでは、４番目に認知症介護者への支援として、平成３０年度から全ての市町

村に配置されております認知症地域支援推進員等の企画により、認知症カフェの設置が求められ

ております。このことも含めて、認知症カフェの開設実態及び認知症の御家族の会の現状とその

支援策など、本市の取り組みはどのように行われているのかお尋ねをいたします。 

 後の質問ですが、認知機能が低下し、日常生活度がランク２以上と診断された場合、御家族

の構成上、どうしても御自宅で介護できないなど悩みがあると思います。この場合は、入所に向

けて介護福祉施設やショートステイなどへの申込みを要すると考えられますが、施設等への受入

れは容易にできているのでしょうか、この点についても御回答をお願いをいたします。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  ２点目の認知症高齢者への事業展開についてお答えをいたします。 

 伊原議員御指摘のように、対馬市におきましては、高齢化が急激に進行しておりまして、あわ

せて認知機能の低下があると言われる日常生活自立度がランク２以上のかたが平成２９年１１月

現在、１,３６０人となっておりまして、平成２９年度に要介護、要支援認定を受入れている方

の５５％に認知機能の低下が見られるという状況になっております。 

 国におきましても、団塊の世代が７５歳以上になる２０２５年を前に、認知症になっても本人

の意思が尊重され、できる限り住みなれた地域のよりよい環境で暮らし続けることができる社会

の実現を目指した新オレンジプランの公表を行いまして、認知症への理解を深めるための普及啓

発の推進など、７つの柱に沿いまして、施策を総合的に推進することとなっており、本市におき

ましても指針に沿った取り組みを進めているところでございます。 



- 127 - 

 第１番目の質問の中で、その専門部署についてということでございましたけども、現在、本市

におきましては、各包括サブセンターを窓口に、認知機能が低下した方々に限らず、支援が必要

な高齢者の方々や家族の相談に対応させていただいております。 

 新オレンジプランにおきましても、平成３０年度から全ての市町村で認知症地域支援推進員の

配置を目指すこととされており、本市におきましても平成３０年度から認知症の相談窓口を担う

専門職を認知症地域支援推進員として配置し、認知症の方々とその家族を複数の専門職が訪問し、

受診の進め方や本人、家族への支援を実施する認知症初期集中支援チームへ引き継ぎを行ったり、

認知症の方々の容態に応じた適切な対応ができる体制を構築し、認知症に対する不安や家族の精

神的負担の軽減に努めてまいりたいというふうに考えております。 

 次に、２点目の新オレンジプランの取り組みについてでございますけども、本市における認知

症の予防に特化した事業としましては、認知カフェの開設支援、認知症家族の集い、認知症サ

ポーター養成講座の開催、認知症高齢者への声かけ訓練の実施等を行っておりまして、認知症へ

の理解や家族の方々の精神的負担を軽減できるよう取り組みを進めております。平成２０年度か

ら開催しております認知症サポーター養成講座では、本年１１月までに１,６２０人を上回るサ

ポーターを養成することができております。今後、養成対象を小学生から一般の住民の皆様まで

広げ、認知症についての知識及び理解を深めていただき、地域ぐるみで声かけなどの見守り活動

の推進をつなげてまいりたいと考えております。 

 そして、介護福祉施設への受入れ体制の現状でございますけども、認知症対策としまして、認

知機能の著しい低下などによりまして、自立度が低下した場合の介護家族の精神的負担を軽減す

るために、介護福祉施設の活用も必要となってまいりますが、市内７カ所の認知症対応型共同生

活介護施設は全て満床でありまして、待機者も生じている現状でございます。 

 また、特別養護老人ホームにつきましても、１０月１日現在で１５４名の待機者が発生してい

る現状でございます。 

 本市としましては、施設等の受け入れ状況や今後の高齢者人口の推移を見据えた取り組みが必

要であると考えておりますが、認知症が進行する初期の段階での対応や、認知症予防に注力した

事業の推進を図り、認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住みなれた地域のよい

環境で暮らし続けることができる社会の実現を目指した新オレンジプランの実現に向け、取り組

みを進めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ２番、伊原徹君。 

○議員（２番 伊原  徹君）  ありがとうございました。それでは、認知症の今のお話で、サ

ポーター養成が１,６２０名と、今までされたということ。これは主に医療従事者の方々が養成、
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受講されたんですか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  医療従事者が主かというような質問でございますけども、これにつきま

しては一般の方々もサポーターとして受講をされているというふうに聞いております。 

○議長（小川 廣康君）  ２番、伊原徹君。 

○議員（２番 伊原  徹君）  ありがとうございます。それでは、１点目の質問のほうを先に。

本庁と振興局との共同合同化、合同庁舎の整備ということと、それから私が懸念しておりました

博物館の駐車場が、博物館が完成しても駐車場がないということに、非常に寂しさを感じている。 

 現在社会では、今の何とか市のほうも運営が円滑に進んでおりますけれども、近い将来、長期

的に見て、今後、やはり人口減少に伴ってさまざまなマイナス要因が出てくるのは、これは間違

いございません。特に、人口が減ることによって、税金、これもおのずから減少いたしますので、

市民のサービス低下には当然つながってまいることも懸念されております。 

 ここで、やはりある程度市と県と一緒になって、国へのいろいろな対応、補助金等の活用等を

含めた事業の推進を図る意味でも、このような合同化を提案したところでございます。 

 今回の回答は想定内でございました。そういったことだろうと思っておりました。 

 私は将来を危惧した中で、今、行なうべきやないかと。これは離島新法は恐らく１０年の時限

立法だと思います。延長があっても恐らく５年かなと。非常に国のほうも財政的に厳しゅうござ

います。このことについて、今の市役所の本庁、これは建築基準法上は、耐震補強はされてない

んですけど、非常に頑丈なつくりで、耐震補強なしでも建築基準法をクリアしてるのかなという

ふうに考えておりますけど、いずれにしましても、あの区域が新たな建物が建って、市役所がぽ

つんと古い建物で、あのままどうもいいのかなと。 

 この議場もそうですけど、これ合併時の同じでしょうけど、いびつな関係です。峰に教育行政

があって、それからこの豊玉に議会があって、それから本庁が厳原と、非常にこのあたりで連携

がスムーズにいかないのではないかなという懸念もしております。 

 将来的には、本庁と議会とそれから教育行政も一緒になったところでの庁舎が、建設が望みた

いし、それからそこに当然あってしかるべき状況ではないかと思っております。 

 それで、限られた資源の中で、自主財源の確保と広範囲な行政運営を実行するために、島を

３つのゾーンに分けて今後進められてはどうか。北部、中部、南部、この３つにです。先ほど申

しました南部に市役所本庁機能を堅持しつつ、それぞれの地域の特性を生かした生活基盤のさら

なる向上、島の存続維持に向けるとともに、人口減少の対策の強化を図ることが必要と考えてお

ります。 

 先ほど申しましたように、人口減少によって市民税を含む４つの自主財源不足、脆弱な財政基
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盤では十分な行政サービスが維持できなくなります。税収不足となりますと、貯金に当たります

財政調整基金、これを取崩し、そして運営に向けられることになるんじゃないかと考えておりま

す。いろんな事業、大型事業をするにしても、やっぱ国の支援ちゅうのは非常に優良で、これを

いかに円滑に進められるか、ここにやっぱ一つのポイントがあるんじゃないかと。 

 私は、今、国、県、市町村、この３つの状況を長男、次男、三男ということで考えた場合に、

市のほうが三男として考えた場合に、長男に対して、なかなか説得力のない非常に弱い状況やな

いかと。それで、県と、県の振興局と、次男と三男が一緒になって長男に取り組む。その中には、

親戚に当たります県選出の国会議員の御支援が当然必要です。こういってやっぱりスクラムを組

んで、県といろいろ対峙もありましょうし、連携もありましょうし、県のほうも、今後、対馬市

にこのまま存続なされるかどうか、それ私はわかりませんけれども、現時点で将来のそういった

人口減少に伴う税収の不足だとか、いろんなマイナス要素が今後出てくることを懸念する中で、

今から県と振興局と一緒になったそうした合同庁舎等を建設、整備を踏まえながら、国のほうに

さまざまな事案をお願いすると、そういった形ができないかなというところでございます。 

 振興局と定期的な協議が行われることは重々承知しております。大型事業につきまして、どう

しても国の補助金など特定財源が必要かと思っております。島の振興、行政１８１の地域創生に

は乏しい本市単独の財源では、部分的で、また、単発的な事業となり、これも時間も非常に要し

ているのが現状でないかと思っております。 

 短期、中期、長期でいろんな事業が振興計画の中に明文化されていることも重々承知をしてお

りますけれども、やはり将来に向けた、そういった人口減対策、このことについて少し力を傾注

された行政運営をぜひお願いをしたいなということでございます。将来構想で、もし今プランが

ございましたら、少しお願いしたいと思っておりますけど、いかがでしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  県の振興局と市役所の庁舎の合同化につきましては、私としましても、

先ほど答弁しましたとおり、大変将来的にも理想的だというようなことは考えております。 

 ただ、今、私気になりますのが、例えば、この豊玉の議会事務局関係、そして峰の教育委員会

関係、こういったところの分散、庁舎の関係が、これ合併当初の議会のときの、ある程度の申し

合わせ等があったんじゃないかなと、ちょっと私もはっきりした覚えはありませんけども、思っ

ております。そういうことでありますので、もしそういったことを計画していく上では、議会の

皆様とそこら辺も踏まえた協議が必要になってくるのではないかなというふうに思っております。 

 そしてまた、先ほど議員の質問の中にもございましたように、今現在、振興局のほうとは毎月

プロジェクトチームで話を進めております。そういう関係で、こんな話も将来的に向けて、プロ

ジェクトチームの会議の中でも、こういう話があるがどうかというようなことは話をしてみたい
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というふうに思っております。 

 それと、３点目の、議員心配されております博物館近くの駐車場ということでございますが、

先ほども答弁の中でちょっと触れましたけども、まだまだ今、ちょっといろいろ交渉中でござい

まして、場所とか、その名前をここで申し上げるわけにはいきませんけども、この博物館の近く

である程度の面積のところが確保できる見込みで、今現在、交渉をしているところでございます。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ２番、伊原徹君。 

○議員（２番 伊原  徹君）  ありがとうございます。計画があるということであれば、それは

それでいいと思いますけど、本庁のあとについては、私は非常にいい立地条件やないかと思って

御質問させていただいた次第でございます。 

 １点目につきましては、これ以上進展することはないと思いますので、これで終了させていた

だきます。 

 それでは、２点目の認知症高齢者の件でございます。 

 国のほうも、今、市も、包括ケアセンター、包括ケアの専門部署がおありということで、なか

なか広範囲なために、非常にこれがシステム自体の構築が難しいんじゃないかという認識を私も

持っております。 

 今、どっかの地域で、例えばどこどこ地域で特化してモデル地区を、ケースを、包括ケアに向

けたモデルケース、そのあたりは今、取り組みはいかがですか。そのあたり、もしございました

ら、地域包括ケアシステムの特定の地域のモデルケースがおありなのか、もしなければ、そうい

ったプランがないのか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  担当部長に答弁させます。 

○議長（小川 廣康君）  健康づくり推進部長、福井順一君。 

○健康づくり推進部長（福井 順一君）  地域包括ケアシステムのモデル地区というようなお尋ね

ですけれども、地域包括ケアシステムに限らず、高齢者の見守り体制とかいうようなことで、以

前から厳原地区の、地区名申し上げていいんですかね、椎根地区の方とは、いろんな協議をさせ

ていただいております。また、桑原医療統括官のほうが、島内いろんなところで、いろんな地域

包括ケアに関する講演会等も開催しておりまして、いろんな御相談が地域包括ケアセンターのほ

うにはまいっているような状況でございます。 

 今後とも地域に寄り添った形でのケアシステムづくりに努めていきたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（小川 廣康君）  ２番、伊原徹君。 
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○議員（２番 伊原  徹君）  ありがとうございます。 

 認知症に限らず、家庭内での介護は四六時中、２４時間、御家族の苦悩は計り知れないものが

あります。身体的にも精神的にも疲弊し、何らかの支援策が必要と考えております。 

 先般、認知症を患った御家族とお話をする機会がございました。平成２５年、介護が必要なひ

とり暮らしの母を、ショートステイと家庭での介護をしていましたが、今年に入って介護施設の

入所が決まり、安堵の表情を浮かべてありました。入所前は御家庭での介護を余儀なくされ、暴

言や暴力、心も体も休まるときがなかったというふうにおっしゃっておりました。 

 認知症は、脳細胞の働きが低下し、物忘れや幻想、ひとり歩きや、さらに御家族に対して暴言、

暴力など、さまざまな弊害が起こり、日常生活に支障を来しております。 

 私の幼少時には、決して遭遇することのなかった認知機能が低下した高齢者が年々増加傾向に

ございます。６日前の新聞でございましたが、世界保健機構、ＷＨＯ、世界の認知症患者は推計

５,０００万人で、毎年新たに１,０００万人が発症と発表されておりました。認知症は御家族や

社会全体に与える影響は大きく、包括的な行動計画を策定し、各国の政治レベルでの対策をとる

よう、ＷＨＯは指摘をされております。 

 日常生活の中で、次の行動に移った場合、えっととか、携帯電話や眼鏡の置き忘れはございま

せんか。私は、日常的にこういった経験があります。特に、新聞読むときは眼鏡を外すもんです

から、どこに置いたか、携帯はコールすればわかりますけど、眼鏡は探すのが一苦労する、そう

いったことがございます。 

 人は誰でも加齢とともに判断力、適応力などに衰えが見られるようになり、脳の機能の老化が

始まります。認知症高齢者に限らず、ひとり暮らしの高齢者は、日常生活の中で不燃物や可燃物

の搬出処理、また、電球が切れた場合、その交換すらできなくなる可能性もございます。これら

の問題解決には、先ほど部長さんのほうから御答弁いただきましたが、地域で包括的なケアがで

きるシステムが、この本市の喫緊の課題ではないかと思っております。 

 先ほど、モデル地区で協議をしている１地区があるということですので、これの拡大版を市の

ほうで徐々に進めていくべきだと思っておりますので、地域の方々の協力がなくてはできません。

何らかの支援策は市のほうでしていただければなと思っております。 

 高齢化とともに老化が進行することのないよう、私自身、せめて物忘れ程度で老いることを念

じ、質問を終わりたいと思っております。ありがとうございました。 

○議長（小川 廣康君）  これで、伊原徹君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小川 廣康君）  昼食休憩といたします。再開は午後１時ちょうどといたします。 

 暫時休憩します。 
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午前11時32分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時00分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 午前に引き続き市政一般質問を行います。 

 １０番、小田昭人君。 

○議員（１０番 小田 昭人君）  会派、未来研究会の小田と申します。本日 後の質問者となり

ますが、しばらくの間、おつき合いを願いたいと思います。 

 それでは、通告に従い、大きく分けて４つの質問をさせていただきます。 

 １つ目は、看護師、介護福祉士、保健師等を目指す学生等に資格取得するまでの間、助成金等

の新設はできないかの御質問でございます。 

 私は、対馬に、または豊玉高等学校を看護専門学校、または看護と福祉をミックスした専門学

校を新設できないか、過去２回の質問をさせていただきました。なかなかハードルも高く、実現

が困難と判断し、介護行政、福祉、市民の健康増進等々を推進するためには、人材育成、人材確

保が不可欠で、急務であると同時に、このままの状態が続けば、対馬市の介護、福祉等の行政が

麻痺することがここ数年で必ず来ると危機感を抱いております。 

 政府は、２０１９年１０月に消費税率１０％に引上げ、その財源で２０２０年度までに保育・

教育無償化を図る予定でありますが、詳細については、今後、決定されるものと思います。 

 議会の初日に厚生常任委員長から所管事務調査報告がありましたように、１０月に厚生常任委

員会は特別養護老人ホーム日吉の里、いづはらⅠ・Ⅱを調査いたしました。三者三様、介護スタ

ッフの確保に非常に頭を痛められたようであります。特に、日吉の里につきましては、看護師

３名体制で運営がなされております。自分たちでは看護師を探し切らんということで、人材派遣

会社に依頼をして、今、鹿児島と福岡から３名、これも期限つきだそうでございます。それで、

人材派遣会社を通じるもんですから、給料も高額だということを言っておられました。 

 また、特別養護老人ホームいづはらⅡは、入所５０名、ショートステイ４０名の合計９０名で、

平成２９年４月１日に開所したわけでありますが、介護スタッフの不足から、入所、ショート合

わせて３０名前後となっていて、介護職員の確保が急務となっています。 

 このようなことから、看護師、介護福祉士、保健師等を目指す学生等に資格取得するまでの間、

助成金等の新設はできないかお尋ねします。 

 ２つ目の５年、１０年後の対馬市の介護行政全般をどのように描かれているかも関連しますの

で、助成金の新設等とあわせて御答弁願います。 

 ２つ目は、平成の訥庵事業について、平成２５年８月２１日に議員全員協議会でるる説明があ
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りました。議員からもいろいろと質問がありましたが、 終的には議員も納得したものと私は思

っております。私も非常にすばらしい計画で、対馬の新産業として事業展開を期待しておりまし

たが、平成２５年８月２１日の説明どおりに、対馬猪鹿活用促進事業が展開されていませんので、

再度説明を求めるものであります。 

 次に、地域マネージャーの人事管理についてお尋ねします。 

 通常の業務につきましては言うまでもなく、対馬市事務決裁規定で各課の個別的な事務、決裁

区分がるる明記されていますが、地域マネージャーについてはどこにもうたわれていませんが、

事務決裁規定にうたう必要はないかお尋ねします。 

 対馬市地域マネージャーの設置要綱によりますと、地域マネージャー業務の総括はしまづくり

推進部が行うものとし、各地域の庶務についてはそれぞれの振興部が行うものとすると、対馬市

地域マネージャー設置要綱第７条でうたわれています。そして、現在は校区ごとにリーダー１名

が配置され、担当マネージャーの業務を総括し、各所属課長等の勤務調整を図りながら、担当マ

ネージャーを指揮・監督すると第３条で明記されています。 

 そこで、地域マネージャーとして活動する場合は誰が命令するのか、また、時間外手当等が発

生するかどうかはわかりませんが、手当等の支出する場合はどの費目から支出がなされているの

かをお尋ねをいたします。 

 後に、ＬＥＤ照明についてお尋ねします。 

 私は、このことについても過去２回質問をさせていただきました。街路灯、防犯灯、漁港に設

置してあります水銀灯等につきましては、平成２２年度から徐々にＬＥＤに取り替えられ、現在

は水銀灯が若干残っていて、電柱の移動とか新設であろうかと思っています。よって、蛍光灯に

よります防犯灯、街路灯につきましては、既にＬＥＤ照明になっているものと思っております。 

 平成２２年度防犯灯が対馬市全体で４,６３４基、電気料は年間１,９９３万５１８円、１基当

たり４,３００円となっています。平成２５年度は対馬市全体で１,６５８基増設されまして、今

現在で６,２９２基で電気料が１,７６６万７,３３０円で１基当たり２,８１０円となっていて、

２２年度と比較しますと１基当たり１,４９０円も電気料が減額となっています。 

 また、修繕料は、平成２２年度が対馬市でおよそ６５０万円、２３年度がおよそ５７３万円、

２４年度がおよそ７３５万円、２５年度がおよそ３４８万円となっていて、現在はほとんど修繕

料は発生しないと伺っています。 

 そこで市長にお尋ねしますが、今後、ＬＥＤを市役所、学校等に計画されているかどうかお尋

ねします。 

 以上、４件の質問をさせていただきます。場合によっては一問一答でよろしくお願いします。 

 以上です。 
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○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  小田議員の御質問にお答えいたします。 

 初めに、助成金の新設についてでございますが、介護業務に従事される職員の確保につきまし

ては、各施設において鋭意努力されているところでございますが、一部の施設では島外から職員

の派遣が行われているという状況もございます。 

 また、施設に限らず、訪問介護等、在宅介護に従事されている訪問介護員、デイサービスなど、

さまざまな介護職場、さらにはデイサービス事業所が行っている配食サービスなどにおいても、

人材不足の状況から、在宅介護サービス利用者の皆様にも徐々に影響が出ているところでござい

ます。 

 介護の現場における人材不足は慢性的で全国的な傾向であることも議員御承知のとおりでござ

います。そのような状況から、本市では、介護職のうちのホームヘルパーなどを対象に、介護職

員初任者研修への助成を平成２８年度より実施しているところでございます。 

 次に、介護施設で就労する職種に係る資格取得までを支援する制度新設の考えはないかとの質

問でございますが、第２次対馬市総合計画に掲げました対馬っ子育英制度について、従来の貸付

型でなく、給付型による制度構築の可能性を探り、必要な財源を試算いたしましたところ、現実

的に難しく、原資の確保が大きな課題となりました。 

 現状、市が実施しています奨学金は、対馬市医学奨学資金貸与制度と、酒井豊育英資金貸与基

金制度がございまして、このうち医学奨学資金貸与制度につきましては、資格取得後、市内に勤

務した場合、返還の免除制度がございます。 

 また、長崎県病院企業団においても、医療技術修学資金制度が整備されておりまして、市では

この修学資金制度の運営に対し、奨学生の数に応じた負担金を毎年度支出している状況でござい

ます。 

 今後は企業団の修学資金制度の活用状況を踏まえ、現行の市奨学資金制度の拡充、また、一体

化も視野に、総合的に検討を行い、早期の制度構築に努めてまいります。 

 御指摘のありました介護職員の人材不足でございますが、介護福祉士につきましては、短期大

学、専門学校の教育課程を修了しての資格取得に対する奨学金は酒井豊育英資金が御利用になれ

る状況でございます。 

 また、施設における介護職員は、必ずしも介護福祉士でなければならないというわけではなく、

初任者研修受講者登録者のほか、無資格でございましても就業できる状況でございます。 

 人員確保が難しい問題といたしましては、深夜勤務を含めた勤務体系に対する対価であるとか、

利用者のコミュニケーションの難しさ等、さまざまな問題が絡み合っているものと推測している

ところであります。 
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 市といたしましては、このような課題に対し、介護現場の改善がなされるよう、関係機関と協

議を進めてまいりたいと考えているところでございます。 

 議員が懸念されます５年、１０年先の介護行政の絵図面につきましては、まず、高齢化率にお

いては、平成２９年度は３４.７８％でございますが、国立社会保障人口問題研究会の推計では、

２０２５年４１.４％、２０３５年は４３.７％の数字が示されており、また、介護施設の増床に

つきましても、介護保険料の負担増に大きく影響いたしますので、大変厳しい状況ではあると推

察いたしております。 

 市といたしましては、施設介護だけの介護保険制度の利用に捉われることなく、ボランティア、

ＮＰＯ等の活用による介護予防等の施策を取り組みながら、自助、共助、あるいは公助の考え方

の中で、地域助け合いの力を蓄えていきたいというふうに考えております。 

 次に、平成の訥庵事業についてでございますが、この事業の概略を簡潔に御説明申し上げます。 

 計画を立案しました平成２５年度当時の現状は、被害対策、捕獲対策は積極的に実施しており

ますが、被害の軽減には至っておらず、平成２４年度の農作物被害額は３,６００万円まで増加

しておりました。また、捕獲個体の利活用についても、ほとんどが埋設処理されている状況であ

りました。 

 このような現状と課題を考察し、戦略的な有害鳥獣対策を段階的に実施していくために、平成

２５年度から平成２７年度の３カ年の事業として計画し、取り組んでまいりました。 

 実績としましては、防護対策として設置した防護柵の現況調査、捕獲対策としてＧＰＳ機能つ

きカメラによるわな設置個所と捕獲状況の把握ができ、このデータをもとに、各地域における対

策のあり方を市民とともに考え、地区捕獲隊による地区主体の被害対策を実施できるようになっ

ております。被害額も右肩下がりで、昨年では８４０万円まで減少しております。 

 利活用に関しましては、大阪府立大学との連携協定により、ガイドラインを作成し、肉の検査

において、衛生的な解体が実証されております。 

 また、加工品の製造や皮を使ったレザークラフト教室などにも取り組み、島内の小中学校での

給食や事業による普及啓発活動を初め、ふるさと納税の返礼品として活用を行ってまいりました。 

 終的な計画としまして、鳥獣対策総合センターの建設を検討することとしておりましたが、

平成２８年には民間の処理施設が規模を拡大し、取り組まれておりますし、今日の現状を見極め

ながら、慎重に協議を進め、検討してまいりたいと考えております。 

 次に、地域マネージャーの人事管理についてお答えいたします。 

 地域マネージャーの活動に際しては、対馬市地域マネージャー設置要綱第３条において、マ

ネージャーは校区リーダーの命を受けて業務を処理すると規定しております。マネージャーとし

ての活動は、通常の勤務時間に行うケースは少なく、その大半が休日や夜間の活動であります。



- 136 - 

通常の勤務時間に本来業務を外れ、マネージャー活動を行う際には、マネージャーは校区リー

ダーに報告し、校区リーダーから本来業務の所属長へ連絡を入れ、活動を行うこととなります。

休日や夜間に活動を行う際には、校区リーダーに連絡をし、活動を行いますが、いずれも活動後

には活動報告を校区リーダーに行うこととしております。 

 なお、休日及び夜間の活動に当たっては、フレックスタイムや振りかえでの対応を基本として

おりますが、それらが可能でない場合には時間外勤務手当を支出している状況です。その際の支

出費目は総務費、一般管理費内の地域マネージャー事業費にて支出をしているところでございま

す。参考までに平成２８年度の決算額は７６万６,３６１円となっております。 

 地域マネージャー制度につきましては、昨年の９月、定例会の折に、黒田議員からの質問に当

たり、今後とも地域と行政をつなぐパイプ役として継続運用していきたいと答弁をさせていただ

いたところではございますが、現在、来る平成３０年度から体制も気持ちも新たに再スタートで

きるよう、担当課におきまして、リニューアルの準備を進めているところでございますので、引

き続き、議員皆様を初め、市民の皆様方の御理解と御協力をお願いする次第であります。 

 後に、公共施設におけるＬＥＤ化の計画についてでございます。 

 ＬＥＤ照明は、一般的に低消費電力で長寿命と言われており、現在の照明器具の主力光源とな

っております。また、ＣＯ２の削減に貢献でき、ひいては地球温暖化の抑制につながるものであ

ると言われております。 

 対馬市においても、低炭素機器導入補助金を用意し、事業所等にＬＥＤ照明の導入促進を図っ

ているところでございます。 

 本市の公共施設のＬＥＤ化についてでございますが、市内各所に配置している防犯灯において、

平成２４年度に国の補助金を活用し、市内全ての防犯灯をＬＥＤ化し、その後の防犯灯も全てＬ

ＥＤ照明を整備している状況でございます。 

 その効果といたしましては、年間の維持費が平成２３年度と２８年度を比較しますと約

６００万円、累計で算出しますと２,１００万円の経費削減につながっております。他の公共施

設につきましては、現在、照明機器等が故障した場合にはＬＥＤ灯の導入を考慮しながら、順次

対応しているところでございます。 

 また、先ほども市役所や学校等の計画はどうしているかということでもございましたが、今後

につきましては、公共施設等総合管理計画の中の管理運営の効率化とコスト削減の方針に基づき、

必要と思われる施設から順次導入をし、コスト削減を図りたいと考えておりますので、御理解い

ただきたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  １０番、小田昭人君。 
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○議員（１０番 小田 昭人君）  初の質問の介護行政でございますけど、いづはら特養Ⅱが各

家庭にこんなチラシを、現地でお仕事説明会と、１１月２５日に１回目があっておりまして、私、

電話で聞きましたら、職種は聞いておりませんけど、介護職なのか、事務職なのか、看護師なの

か、１１名の方が来られたそうでございます。そして、２回目が今度の日曜日、１２月１７日に

ある予定になっております。 

 それから、対馬新聞で、私、広告見て、これ１１月２０日なんですけど、居住したいまちナン

バーワンの糸島で一緒に働きませんか。介護職員大募集と、福岡県から対馬市の新聞にこのよう

な広告が載っておられました。市長が今言われましたように、全国的にやはり介護スタッフは足

らないのかなと、このように思った次第でございます。 

 それから、対馬市の中学校卒業者が現在３２０名程度、これは１０年間は横ばいだという数字

が出ております。そして、そのうち対馬の３つの高校に進学される方が二百二、三十名、よって、

１００名ぐらいが中学校卒業してそのまま稼業を継ぐのか、あるいは島外の普通高等学校、専門

学校、中でも鹿児島の介護専門学校にかなり対馬から行っておられるんじゃなかろうかと。もし

教育委員会がこのような数字をつかんでおられれば、後でお聞きしたいと思います。ここは、私

が知っているとこでは鳳凰高等学校、あるいは神村学園、専門学校ですから５年間です。それは

約束事がありまして、資格取得後、月額大体、国立の場合は授業料が５万です。だから、年間

６０万の５年間ですから、３００万、これは免除しますので、資格取得後、県が指定した病院に

５年間働いてください。それが条件でございます。１０年もなれば、やはり第２のふるさとにな

るでしょう。そしてまた、女性の場合は、もう結婚適齢期にもなりますので、なかなか対馬には

帰ってこないんじゃないかと、私はそう思っております。 

 それから、２６年１０月に中学生、保護者を対象に、意識調査を行っていただきました。生徒

８７１に対して回収率が９３.２５％、保護者７３８人に対しまして回収率７９.１％と、非常に

関心を持っておられました。後でまたこの意識調査は精査をしていただきたいと思います。 

 それから、酒井豊育英基金につきましては、一応貸与型ですので、将来は返さないといけない

と、こういう制度で、借りられる方も低所得者とか、この条件があるようでございます。 

 私立になりますと、月額１２万５,０００円です、看護、だから年間１５０万です。こういう

数字になろうかと思います。さらに、保健師は、専門学校であれば３年で准看の大体免許です。

高校を卒業しないと正看護師の免許は取得できませんので、２年間を正看として 短５年間、普

通高校の場合は３年高校行って正看取るにはさらに４年間要るわけです。保健師はさらに正看取

ってから２年間です。だから、普通高校、そして正看目指すなら７年、保健師はさらに２年プラ

ス、９年かかるわけです。やはり、保護者の負担もかなりのものかと思っております。 

 それから、２番目の平成の訥庵事業につきましては、今、説明がありましたように、当初の計
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画と若干、総合センターも民間が拡大したから、今建てていないんだと。今、４名体制ですか。

多分、職員入れて４名体制で運営がなされているものと思っております。 

 ２８年３月に対馬市猪鹿処理の設置及び管理に関する条例は、これは議会で否決をされ。その

後、２８年１２月に、また同じ条例で、当初の条例では猪鹿を持ち込んで解体すれば、手数料と

して幾らいただきますよと。そして、２８年１２月の条例では、いわゆる体験すれば、１時間当

たり使用料をいただきますよということで、１０月の決算報告では体験型の観光者は誰も今のと

ころ来てないという、こういう説明でございました。 

 市長は、条例の制定の目的について、今回の加工施設の条例につきましては、現在、国境離島

新法の中でも滞在型観光の促進ということで体験型の観光が強く求められているということを御

説明なされました。このような観点から、対馬でも猪鹿の解体を体験され、そしてまたおいしく

食べていただくことで、今回、このような上程をさせていただいておりますので、どうかよろし

くお願いいたしますと、こういう発言をされました。そして、１０月の決算委員会で、市長に、

韓国なり、日本の旅行業者にツアーの体験のお願いは行かれましたか言うたら、行っていないと

いうことでございますので、今後、この条例を生かすためにも、市長は対馬市のトップリーダー

として、私は韓国なり対馬の旅行業者にツアーの体験をお願いすべきだと思いますが、どのよう

に考えておられるか御答弁願います。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  保健師、看護師の件を一連で、（発言する者あり）もういいですか。は

い。 

 それでは、体験型観光施設の関係からちょっと御答弁申し上げたいと思いますけども、この条

例制定の際に、確かに私は今後の有害鳥獣対策においては、ただ捕獲するだけじゃなくて、利活

用することが重要だというような観点から、体験型の加工施設としてお願いをしたいということ

でお話をさせていただきました。その際、また、ことしの１０月の決算審査のときにも、議員の

ほうから、その実態、そして実績はというような質問がありましたけども、実際にあの加志の施

設での体験型の加工はあってないということではございますけども、ただ、加志ではあってはお

りませんけども、ただ、ほかの公民館とか学校等で、この加志の施設である程度加工したイノシ

シ、シカを体験型の勉強会として、中学生のほうに指導したということは、担当部のほうからお

聞きしているところでございます。 

 そして、今後、この体験型の加工を韓国等へ要望に行くかということでございますけども、韓

国のほうが、ちょっと私もそこら辺が、どこら辺までそういったことで必要性があるのかなとい

うことは、もう少し勉強をさせていただきたいというふうに思いますが、ただ、この対馬に見え

てありますお客さんにしましては、できたらそういったところもありますよということで、ぜひ
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紹介をしてまいりたいというふうに思っております。 

○議長（小川 廣康君）  １０番、小田昭人君。 

○議員（１０番 小田 昭人君）  それでは、２５年８月の説明どおりにはいっていないわけでご

ざいますけど、鳥獣対策総合センターは、まだ建てるか建てないかは現在検討中だということに

なるわけですね。わかりました。 

 ただ、計画の段階では、２年度、２カ年は試験的にとるんだと、１００頭、イノシシ合わせて。

これは議員からも民間圧迫にならんかと、こういう質問でございました。今の体制で、道路事情

は四、五年後はよくなるでしょうけど、あの狭い施設で、私は絶対に新産業の発展は出てこない

と、このように思っております。そのまま何年間ぐらい続けられる予定なのか。 

 それと、行政報告でありましたように、指定管理者を募ったけど１社だったと。やっぱ要件が

整わなかったんでしょうね。その中身の説明がよければ、なぜ指定管理に至らなかったのか、説

明をお願いしたいと思います。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  確かに、おっしゃられるように、この加志の施設は面積的にも確かに狭

いということはございますけども、ただ、ここで解体、加工したイノシシ、シカが大阪府立大学

の審査によっても、衛生的で立派な加工品になっているというような認証はいただいたところで

ございますので、これを踏まえまして、市内に先見として広めてまいりたいというふうに考えて

いるところでございます。 

 そして、２点目の指定管理の関係で、なぜ指定管理者候補との協定に至らなかったのかという

件につきましては、担当部長のほうから答えさせていただきます。 

○議長（小川 廣康君）  農林水産部長、西村圭司君。 

○農林水産部長（西村 圭司君）  指定管理につきましては、３回ほど指定管理委員会を開きまし

て、 終は平成２９年１１月８日に候補者からプレゼンをしていただき、指定管理委員会の中で

慎重に検討させていただきました。その結果、結果として不採択になったわけですけども、一番

大きな要因については、向こうから提案があった指定管理料の問題で、うちの考えるところと合

わずに不採択になったということで考えております。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  １０番、小田昭人君。 

○議員（１０番 小田 昭人君）  指定管理については、金銭的な面で合わなかったということで

指定管理しなかったと、こういう解釈でよろしいですね。 

 それから、地域マネージャーにつきましては、私はあんまり関心を持っていません。というの

も、校区ごとに美津島が誰がリーダーになっておられるのか、あるいはサブリーダーになってお
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られるのか、私がわからないのが悪いのか、どうかわかりませんけど、ただ、１回、大船越の平

瀬原の防火水槽、地域マネージャーでやるよということで、私、もう三、四年前ですか、現地に

行きました。そしたら、地域の人は誰もおらんで、業者が２人やっておられました。後で聞きま

すと、請け負ったと。だから、後で伝票操作をうまいぐあいにやったんでしょうね。二、三十万

で請け負いましたと、こういうことでございます。 

 そして、私がそのころの地域マネージャーに、いつ会合を持って、いつ決定したのかというこ

とを問いただしましたけど、何の回答もございませんでした。 

 それから、ＬＥＤにつきましては、計画があるようでございますので、私は提案したいのは、

まず学校だと思います。教育長と市長、相談されて、モデル校、中学校１校でも、小学校１校で

も指定して、ＬＥＤ照明に替えられて、過去の決算額、電気料は出とるわけですから、学校ごと

に。それを１年間統計とられて、行政改革も必要でしょう。私は財政改革も必要じゃないかと思

っております。近いうち閉鎖になるとかいうような学校のモデルはやめられて、永遠に残るよう

なところを教育長と相談されて、そしてＬＥＤ化、カバーといいますか、カバーはそのままでい

いそうです。蛍光管のカバーで。ただ、配線をＬＥＤの状態にするのを、それも管の中からされ

るそうでございますので、ぜひ、市役所あたりも適当でしょうけど、２４時間と申しますか、消

防署あたりも２４時間ですけど、学校もかなりの時間、消灯がありませんので、どうでしょうか、

具体的に取扱う予定はないかどうかお尋ねをいたします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  先ほども答弁をさせていただきましたけども、総合管理計画の中で順次

取扱ってまいりたいという答弁をさせていただきました。 

 今、議員のほうからは、どこか学校を１校、モデル校としてはどうかという御提案でございま

すので、このことにつきましては、また、教育委員会部局のほうと協議等を進めさせていただき

たいというふうに思います。 

○議長（小川 廣康君）  １０番、小田昭人君。 

○議員（１０番 小田 昭人君）  質問は飛び飛びになりますけど、対馬の猪鹿活用促進事業、予

算ベースで申しますと、２５年度から２８年度、４カ年で１億３,０００万ぐらい使っておりま

す。この費用対効果をもう一度検証されて、私は加志のあそこは１日も早い閉鎖を、従業員がお

りますから、こういう言葉が適当であるかどうかわかりませんけど、費用対効果を考えた場合は、

やはり中央に移すなら移して、対馬の新たな産業を見出していただきたいと思います。 

 民間の肩を持つわけではありませんけど、民間業者は既に島外流通をいたしておりまして、産

業です、まさに対馬の産業として活躍をなされておられます。市役所も胸襟を開いて、この民間

業者と対馬のイノシシ、シカをどうするか、真剣に考えていただければ幸いかと思います。 
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 以上で８分ほど時間がありますけど、これで私の質問は終わらさせていただきます。どうもあ

りがとうございました。 

○議長（小川 廣康君）  これで、小田昭人君の一般質問は終わりました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（小川 廣康君）  以上で本日予定しておりました市政一般質問は終わりました。 

 あすは、定刻から本日に引き続き市政一般質問を行います。 

 本日はこれで散会とします。お疲れさまでございました。 

午後１時43分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /00
    /GC-Special-Character
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


